
最近の業績動向を踏まえ、

たしましたのでお知らせいたします。

１．連結業績予想数値の修正

平成 25 年 3 月期通期（平成

 売上高 

 百万円 

前回発表予想（A） 4,520 

今回発表予想（B） 3,662 

増減額（B－A） ▲858 

増減率（%） ▲19.0 

（ご参考）前期実績 13,682 

 

２．業績予想の修正の理由等

平成 25 年 3 月 28 日の通期予想につきましては、同日付けで公表した「有機

レイ用装置受注のお知らせ」に記載いたしました通り、有機

平成 25 年 3 月期に売上計上する前提としておりました。

当該装置案件につきましては、客先の内示書により装置の納入及び立ち上げを平成

月に完了させておりますが、正式注文書の発行が客先都合により遅れ、平成

売上計上は困難な状況となりました。当該案件は、平成

おります。 

 その結果、誠に遺憾ながら、平成

想よりもさらに 858 百万円減少し、

少により、営業損失 1,142 百万円、経常損失

となりました。 

なお、営業損失及び経常損失の修正額に対して当期純損失の修正額が少額となっているの
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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 3 月 28 日に公表した業績予想を、下記の通り修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

記 

１．連結業績予想数値の修正 

月期通期（平成 24 年 4 月 1 日～平成 25 年 3 月 31 日） 

 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株当たり通期純利益

 百万円 百万円 百万円 

 ▲860 ▲860 ▲780 

 ▲1,142 ▲1,117 ▲863 

 ▲282 ▲257 ▲83 

 － － － 

 533 597 328 

２．業績予想の修正の理由等 

日の通期予想につきましては、同日付けで公表した「有機

レイ用装置受注のお知らせ」に記載いたしました通り、有機 EL ディスプレイ用装置案件を

月期に売上計上する前提としておりました。 

当該装置案件につきましては、客先の内示書により装置の納入及び立ち上げを平成

月に完了させておりますが、正式注文書の発行が客先都合により遅れ、平成

売上計上は困難な状況となりました。当該案件は、平成 26 年 3 月期での売上計上を見込んで

その結果、誠に遺憾ながら、平成 25 年 3 月期の売上高は、平成 25 年 3

百万円減少し、3,662 百万円となる見込みです。利益面は、売上高の減

百万円、経常損失 1,117 百万円、当期純損失 863

なお、営業損失及び経常損失の修正額に対して当期純損失の修正額が少額となっているの
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に公表した業績予想を、下記の通り修正い

株当たり通期純利益 

円 銭 

▲16,669.51 

▲18,462.70 

▲1,793.19 

－ 

7,017.24 

日の通期予想につきましては、同日付けで公表した「有機 EL ディスプ

ディスプレイ用装置案件を

当該装置案件につきましては、客先の内示書により装置の納入及び立ち上げを平成 25 年 3

月に完了させておりますが、正式注文書の発行が客先都合により遅れ、平成 25 年 3 月期での

月期での売上計上を見込んで

3 月 28 日の通期予

百万円となる見込みです。利益面は、売上高の減

863 百万円の見込み

なお、営業損失及び経常損失の修正額に対して当期純損失の修正額が少額となっているの



は、税効果会計によるものです。 

 

※上記の業績予想につきましては、本資料発表現在、当社が入手可能な情報に基づいて作成

しております。予想にはさまざまな不確定要素が内在されており、実際の業績は種々の要素

により業績予想とは異なる場合があることをご承知おきください。 

以上 


